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     大阪労連推薦者の宮武さん・嘉満さんを最低賃金審議委員に！ 

宣伝行動 ・ 労働局交渉を行いました 
３月２８日（月）、９時３０分から大阪合同庁舎４号館前で

最賃宣伝行動を行い２０名が参加をしました。最賃法改定に

より審議委員は２年任期になりましたが、今年は新審議委員

任命の年。３月３１日公示、４月１５日推薦締め切りで、５

月１日大阪労働局長が任命します。「宮武さん・嘉満さんを審

議委員に」と宣伝行動を行いました。宮武さんは「東日本大

震災により多大な被害を受けて、これから１０年・２０年と

復興にかかるだろう。復興に当たって、大企業の５％減税を

中止し、２４４兆円の内部留保を活用して中小企業支援や最

低賃金を引き上げ、地域から経済を元気にしていくことが必

要」と訴え、嘉満さんは「誰でも、まじめに働いたら普通に

暮らせるようにする為、最低賃金を引き上げてワーキングプ

アをなくしたい」と訴えました。全国一般の竹口さんは「大

震災で旅行会社はキャンセルが相次ぎ、厳しい経営状況に追

い込まれているが、ある分会では『東日本が地震で大被害を受け、たいへんな時だからこそ被災をまぬ

がれた西日本が賃上げに頑張ろう』と話し合われている」と、最低賃金の引き上げを訴えました。                 

「最低賃金審議会労働者委員に大阪労連推薦者を求める団体署名」を提出！   

 １０時３０分より労働局との交渉を行いました。 

５単産・３地区協・地域労組・大阪労連から１９人が参

加をしました。労働局は賃金課主任と指導官、労働基準

部監督課・主任が対応しました。 

 冒頭、「最低賃金審議会労働者委員に大阪労連推薦者を

求める団体署名」２６０筆（組織外３、企業２含む）と

個人署名１１５筆を労働局に提出しました。 

＊５月１日任命なので、４月２０日頃再度提出します。 

「審議会の傍聴枠は広げていく」   「傍聴者に資料を配布する」 

 審議会と同専門部会のすべてを公開することを要請し、①意見陳述の機会等を継続すること、②傍聴

枠を１５名に広げること、③傍聴者へ資料を配布することを要請しました。「意見陳述の機会」につい



ては「審議会に伝える」と回答し、傍聴枠については、「現

在の１０名枠を広げ、枠確保に努める。今の部屋は椅子だけ

にすると１５席は確保できるかもわからない」「傍聴者への

資料は配布をする」と答えました。大阪労連は「もっと大き

な部屋で審議会を開催すること」も要請しました。 

審議会総会は３回の傍聴しか認められておらず、専門部会

は全く傍聴できません。労働局は「率直な意見交換を妨げる

と判断した時、非公開にしている」と述べましたが、大阪労

連は「最低賃金が広く府民全体に係わる問題になっている時、

非公開にする理由がわからない。公開を求める文書を提出するので審議会に提出し議論して欲しい」と

要望しました。 

「労働者一般を代表する人を総合的判断で任命している」と くり返す 

 大阪労連推薦者を最低賃金審議委員に任命することを要請しましたが、労働局は「各々の団体の推薦

者から要素・諸事情を総合的に勘案し、労働者一般を代表する者を委員任命している」と回答し、どん

な基準で選んでいるのかと聞くと、「人事にかかわることなので言えない」と繰り返しました。 

 昨年の労働者委員の立候補者数を聞くと「８名」と回答しました。労働者委員は６名なので、大阪労

連推薦者２名だけが落とされたことになります。「大阪労連は最賃生活体験・証言運動を行って『最低

賃金１０００円に』と運動を続けて社会的影響力を与えてきた労働組合であり、非正規労働者も多く組

織している。その推薦者を審議委員に」「人ではなく団体で選んでいる」「大阪労連はなぜダメなのか」

…と詰問しましたが「労働者一般を代表する人を委員に任命している」としか答えませんでした。 

「労働局長に大阪労連推薦者の意見を聴く場を設けることを要請する。文書を提出するので検討して

返事を下さい」と要請しました。参加者から「最低賃金が労働者の生活に大きくかかわっている。もっ

と責任を持ってやって欲しい」と怒りの声、「泉大津、岸和田で最賃違反が多い。和歌山との県境で違

反が多い。和歌山の最低賃金が大阪でみんなひっかかっている」という実態も訴えました。 

       最低賃金をめぐる情勢について（全労連情報）   

 中央最低賃金審議会の「目安制度の在り方に関する全員協議会」（目安全協）は２月１０日、報告を

中央最低賃金審議会に提出しました。目安全協は５年に１度行われ、一旦中断されていましたが、１月

に審議会を開催し急ピッチでまとめられました。その内容は、重要課題についての踏み込んだ議論を避

けています。例えば、生活保護と最低賃金との乖離解消にかかわる、いわゆる「まやかし算定方法」の

是正についても、使用者側の問題意識（生活保護費が毎年変動することへの批判←住宅扶助の実績値の

採用による）のみで取り上げ、住宅扶助実績値の採用や勤労控除を算定しない問題などは議論しようと

しませんでした。また、地域格差是正に向けたランク区分の見直し・縮小等の議論も行いませんでした。 

最低賃金生活体験と生活証言のチャレンジャー募集中！ 

○ チャレンジャーには、慰労としてのプレゼントを用意します。 

 ○ 実施時期     ４月１日～４月３０日 

 ○ コース      ①最低賃金生活体験、標準生計費生活体験、生活証言 各チャレンジャー 

            ②１ケ月 ・２週間 ・１週間 


